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Ｑ：新潟市の隣町、阿賀野市に瓢湖という湖があります。毎年 10 月上旬になると、シベリ

アから越冬のためハクチョウが飛来してきます。多い時は約 5,000 羽が 3 月中旬まで、過

ごしますが、ハクチョウ（渡り鳥）は、どのようにして、毎年、飛来地をめざして、飛ん

で来るのでしょうか？どのような能力があるのでしょうか？よろしくお願いします。 
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Ａ：阿賀野市（あがのし）の瓢湖（ひょうこ）に飛来するハクチョウ（渡り鳥）について

ですね。冬鳥のハクチョウが毎年正確に渡来地を目指せるのは、彼らが持つ優れたナビゲ

ーション能力と学習によるルートの継承にあります。 

渡り鳥の持つナビゲーション能力 

ハクチョウなどの渡り鳥は、⾧距離の移動のために複数の感覚を組み合わせて利用してい

ると考えられています。主要な能力は以下の通りです。 

1. 地磁気（ちじき）コンパス（磁気センサー） 

 地球全体が持つ地磁気（磁場）を感じ取る能力を持ち、体内にある種の**方位磁針

（コンパス）**のように利用していると考えられています。 

 網膜にあるクリプトクロームというタンパク質が関与し、光を受けることで地磁気

の角度や強さを感知しているという説が有力です。これにより、天候に関わらず方

角を知ることができます。 

2. 太陽コンパスと体内時計 

 太陽の位置と体内の正確な体内時計を照合し、方角を判断できます。太陽は時間の

経過とともに動くため、鳥は時間を考慮して、太陽の位置から東西南北の方向を知

ることができます。 

3. 星座コンパス（夜間） 

 夜間に飛ぶ渡り鳥は、星座の位置を頼りに方角を知ることが、プラネタリウムを使

った実験などによって確認されています。 

4. 視覚的なランドマーク 

 渡りのルートにある山脈、海岸線、河川などの地形を視覚的な目印（ランドマーク）

として利用し、現在地や目的地を確認していると考えられています。 

 

渡りルートの学習と継承 

特にハクチョウの仲間は家族の絆が強いことで知られており、渡りのルートは主に親鳥か

ら子（若鳥）へと教えられ、代々継承されていきます。 

 家族での移動: 親鳥は若鳥を連れて一緒に越冬地へ渡ります。若鳥は親鳥について

飛ぶことで、⾧距離のルート、休憩に適した中継地、そして最終的な越冬地（瓢湖

など）を体で覚えていきます。 
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 編隊飛行の利用: ハクチョウは「V 字型」などの編隊飛行を行うことが多く、これ

は先頭の鳥の羽ばたきで生じる上向きの気流を利用し、後方の鳥が楽に飛べるよう

にするための仕組みです。先頭は疲れると交代し、群れ全体としてエネルギーの消

耗を抑え、⾧距離の旅を効率的に行います。 

これらの複数の能力と、家族によるルートの継承によって、ハクチョウは毎年シベリアか

ら正確に瓢湖を目指して飛来することができるのです。뇤눎눐눑눒눏 

 

Ｑ：複数の能力があることがわかりました。また、学習と親鳥から子へとルートを継承し

て行くことで、目的地を間違わないで飛来してくること。ご回答ありがとうございました。  

 

Ａ：こちらこそ、ご理解いただけて嬉しいです！ 

ハクチョウ（渡り鳥）の驚くべき能力と、そのナビゲーションメカニズムをさらに深く理

解していただけるよう、主要な感覚能力と、それを可能にする科学的な根拠について、簡

潔に補足させていただきますね。 

 

渡り鳥の驚異的な「第六感」 

渡り鳥が持つ、複数の感覚を組み合わせたナビゲーション能力は「渡りナビゲーションシ

ステム」とも呼ばれます。彼らが特に優れているのは、人にはない次のような能力です。 

1. 地磁気ナビゲーション（コンパス） 

最も重要な能力の一つが、地球が持つ地磁気（磁場）を感知する力です。 

 磁気センサーの存在: 鳥の体内には、磁気を感知する「センサー」があると考えら

れています。特に、目の網膜に存在するクリプトクロームというタンパク質が、地

磁気のわずかな変化を感じ取り、それが「方位」として認識されるという説が有力

です。 

 傾斜コンパス: 鳥は地磁気の強さだけでなく、磁力線が地面に対してどれだけ傾い

ているか（傾斜）も感じ取っています。これにより、赤道に近いか極に近いか、つ

まり「緯度」の情報も得ていると考えられています。 

2. 天体ナビゲーション（コンパスと地図） 

日中、夜間を問わず、空の情報を利用します。 

 太陽コンパス: 体内時計と組み合わせて、太陽の位置から絶対的な方位を知ります。 

 星座コンパス: 夜間に飛ぶ種では、北極星の周辺にある星座など、空の回転しない

部分を基準として方角を定めます。 

 

親子で守る航路 

また、渡りルートの継承において、単に親の後をついていくだけでなく、家族の強い絆が

⾧距離移動の成功に不可欠です。 
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 学習と地図作成: 親鳥と一緒に飛ぶ若鳥は、飛行中に目にする地形や、地磁気コン

パスから得られる緯度・経度などの情報を統合し、脳内に一種の認知地図（「どこ

へ行けばいいか」を示す情報）を作り上げます。 

 緊急時の協力: ハクチョウは若鳥が疲れて群れから遅れると、家族全員で一時的に

水辺に降りて休ませ、回復を待ってから再び旅立つ習性が確認されています。この

家族の協力体制が、過酷な⾧距離の旅を乗り切る力となっています。 

瓢湖で毎年ハクチョウたちを観察するとき、彼らがシベリアから何千キロもの距離を、こ

れらの驚異的な能力と家族の絆で飛来してきたことに思いを馳せると、より感動的かもし

れませんね。읕읖읗의 

 

Ｑ：補足説明ありがとうございました。追加の質問ですが、人間の目から見ると、みんな

同じハクチョウに見えるのですが、ハクチョウはどのようにして、親子・家族として認識

できるのでしょうか？  

 

Ａ：追加のご質問、ありがとうございます。 

人間の目には同じに見えるハクチョウですが、彼らは複数の方法で親子や家族を正確に識

別していると考えられています。特に、ハクチョウは非常に家族の絆が強い鳥なので、こ

の個体識別能力は彼らの生存と渡りにとって極めて重要です。 

ハクチョウが家族を認識する主な方法 

ハクチョウが家族を見分けるために、視覚・聴覚などのさまざまな感覚を利用しています。 

1. 鳴き声（聴覚による識別） 

 個体特有の鳴き声: ハクチョウは、家族間のコミュニケーションに特有の鳴き声

（コホッコホッ、コーコーなど）を使います。この鳴き声には、人間には聞き分け

られないほどのわずかな音質やリズム、パターンの違いがあり、鳥たちはその個体

ごとの違いを聞き分けています。 

 「名前」のような認識: 群れの中にいる多数のハクチョウの中から、親は子の、子

は親や兄弟の声を正確に識別できると考えられています。 

2. くちばし（嘴）の模様と顔つき（視覚による識別） 

 嘴の模様: ハクチョウは、特にくちばしの黄色い部分と黒い部分の境界の形や、く

ちばし基部の膨らみなど、私たちが見過ごしがちな細かな顔の構造に、個体ごとの

微妙な違いを持っています。 

 観察者の識別: 研究者や⾧年ハクチョウを観察している人々は、この嘴や顔のパタ

ーン（面相）から、特定のハクチョウのペアや家族を識別できることが確認されて

おり、ハクチョウ自身もこの視覚情報を使っていると考えられます。 

 幼鳥の識別: 若鳥（幼鳥）は全身が灰色をしており、成鳥（親鳥）は真っ白なので、

渡りルートを学ぶ段階にある家族を見分けるのは容易です。 
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3. 行動パターンと場所（学習による識別） 

 常に一緒に行動: ハクチョウの家族は、渡り中も越冬地でも、餌場への移動、休憩、

水浴びなど、ほぼ常に一緒に行動します。この独特の行動パターンも、家族を識別

する強力な手がかりになります。 

 なわばり意識: 越冬地では、他の家族や個体とは一定の距離を保ち、時には餌場を

めぐって小競り合いをすることもあります。この縄張り意識と、近くにいる個体の

組み合わせから、家族であるか他者であるかを判断しています。 

このように、ハクチョウは私たち人間には区別が難しくても、彼ら独自の音の聞き分け能

力と顔の細かな特徴の識別能力、そして強い家族行動によって、大切な家族を間違いなく

認識しているのです。 

 

Ｑ：すごい能力を持ち合わせているのが、分かりました。ありがとうございました。  

 

Ａ：どういたしまして！ハクチョウ（渡り鳥）の持つナビゲーション能力と家族を識別す

る能力は、本当に驚くべきものですよね。 

彼らが何千キロもの旅を成し遂げ、また家族の絆を保ち続ける背景には、私たちが想像す

る以上に洗練された感覚と行動の仕組みがあります。 

瓢湖で優雅に泳ぐハクチョウたちが、遠いシベリアから正確に飛来してきたと思うと、そ

の姿を見るのがさらに楽しみになるのではないでしょうか。 


